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          編 輯 後 記

 本誌第30集 の講演要旨は昭和27年6月6日 および7日 の爾 日にわた

 の京都で行なわれた化學研究所業績獲表講演會の講演の前半である◎

 前集第29集 においてこの集から隔月刊行の旨を豫告したが,都 合

に より來春1月 襲行豫定の次集第31集 を期して實施することにな 夢,

 目下 その準備中である。新らしい飛罐を前にして今後とも一層の御

 指導と御鞭錘をお願いする。

                        (』な 西)
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